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●　ヨシ原浄化実験場　24
　　近年、水生植物による浄化効果が注目されるようになりました。また、浄化効果以外にも生物の生息環境として、水生植物帯の再生が望まれています。そこで、ヨシ原浄化効果実験場を建設して平成４年度から平成８年度までヨシ原による浄化実験を実施しました。

      ○施設概要

・ヨシ原（浄化池）　　面積：3,500m2　　水路延長：1,390ｍ  水路幅：2.5m

・導水路（遊水池～排水）　　水路延長：300m

○調査概要

生息する生物が１つの生態系として浄化効果に携わっていることを考慮して、以下の項目について調査しました。

・ヨシの成育状況に関する調査

・ヨシによる窒素、リンの浄化効果の測定（吸収・付着・剥離・溶出量）

・ヨシ原水路内の水質測定（測定項目：水温、ｐＨ、電気伝導度、ＤＯ，酸化還元値、有機物量、窒素・リン成分）
浄化効果として、このヨシ原の水路を流下すると窒素、リン、懸濁性物質（ＳＳ）が７０～80％除去されることがわかりました。特に懸濁性物質（植物性プランクトン等）の除去率が高く、ヨシ原での浄化作用の有効性が示されています。

[image: image2.jpg]


[image: image3.jpg]A
ke
iR






　



















ヨシ群落のよる水質浄化作用のしくみ


　水生植物であるヨシの群落には、水の浄化作用を


助けるさまざまな働きがあります。


　その働きを大きく分けると、次のようになります。


ヨシ群落内では、水がゆっくり流れるので、水中


の窒素やリン成分の一部が底に沈殿し、やがてヨ


シの栄養分として根から吸収される。


水中のヨシの茎の部分には、いろいろな種類の


藻類やバクテリアが付着して生活している。藻類は


水中の窒素やりんを栄養分として吸収し、バクテリ


アは有機物を分解する。


土壌中では、水中の窒素成分を気体に変化さ


せるバクテリア（脱窒菌）のはたらきで、窒素を大気


中に放出させる。
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